


　北海道の野生鳥獣による農林水産業の被害額は２０２３年調べで６３億６９００万円。前年比で５億円以上の増

加となっており、たいへん大きな問題となっています。特にエゾシカによる被害は約５１億円に上り、全体の８割

以上を占める深刻な状況です。立憲民主党北海道では「２０２５エゾシカ政策対策本部」（逢坂誠二本部長・神谷

ひろし事務局長）を設置し北海道環境部や農政部との意見交換を開催。また、浦臼町のジビエ処理加工センターの

視察など調査活動を行って参りました。駆除だけではなく地域資源としての利活用という視点を含め、他の鳥獣対

策にも応用可能なスキームの確立を目指し、総合的な政策展開をめざして活動を行ってまいります。

　立憲民主党北海道総支部連合会は、逢坂誠二前代表の退任に伴い新しい代

表を選出するための「第 7 回臨時大会」を開催しました。競技の結果、勝部

賢志参議院議員が新代表に承認・選出され、その後、役員指名の提案・承認

によって新たな常任幹事会体制が確認されました。勝部新代表は「政党にとっ

て一番大事なのは、政策を一つずつ実現することと選挙に勝つこと。選挙に

勝つためには日常の活動が大事。一番近いところで互いの気持ちが合わなけ

れば、多くの人を取り込むことはできない。皆さんが一つになって様々な取

り組みに全力を尽くすようお互いの力の結集をお願いする。統一自治体選挙

では一人でも仲間を多くし、その熱で多くの有権者と一緒に立憲民主党を前

に進めて行きたい」と決意を表明されました。最後にガンバロー三唱で意思

統一が行われ、新しい立憲民主党北海道の活動がスタートいたしました。

なお、10 区総支部からは中川浩利 北海道議会議員と田畑陽美 深川市議会

議員が常任幹事として選出されています。

「第７回臨時大会」　を開催、役員体制の変更を行い更なる党勢拡大に挑みます

　連日のようにクマ被害が報告され、地域によっては夜間の外出を控え、

教育現場では登下校に送迎が必要となるなど、深刻な影響を及ぼしてい

ます。これまでにもハンターの高齢化や里山などの緩衝地帯の劣化など

問題が指摘されてきましたが、これらは地方だけの課題ではなく、国に

よる主導的・抜本的な対策が求められています。立憲民主党はこうした

現状を踏まえ、緊急対応体制の強化や出没防止策の徹底、人材育成や予

算の確保などについて要請しました。神谷ひろし衆議も農林水産部門長

として要請に参加しています。立憲民主党は人命等の被害防止と生態系

保全の両立を目指し、引き続き取り組みを進めて参ります。

神谷ひろし代議士の日々の活動や国会での質

疑の様子をインターネットで紹介しています

右のQRコードをご利用ください。

立憲民主党北海道総支部連合会　新体制発足

深刻化するクマ被害に対応するために
立憲民主党　農林水産省・環境省にクマ被害対策を求める要請

野生動物による一次産業被害に対応するために
立憲民主党北海道総支部連合会　「2025エゾシカ政策対策本部」を設置


